
3． 論文の採否：論文の採否は Editorial board のメンバーによる査読審査の結果に従い決定される．ただし，
シンポジウムなどの記録や治験論文については編集部で採否を決定する．

4． 論文の訂正：査読審査の結果，原稿の訂正を求められた場合は，40日以内に，訂正された原稿に訂正点を
明示した手紙をつけて，前記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること，なお，Editor の責任において一部字句
の訂正をすることがある．

5． 採択論文：論文が採択された場合，原稿を3.5インチフロッピーディスク・MO ディスク・CD-R・CD-
RW のいずれかに保存し，編集部へ送付する．ディスクには論文受付番号・筆頭著者名・機種名・ソフトウ

エアとそのバージョンを明記する．Windows の場合は MS-Word・一太郎，また Macintosh の場合は EG-
Word・MS-Word とし，特に Macintosh においては MS-DOS テキストファイルに保存して提出すること．

6． 校正：校正は著者による責任校正とする．著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する．

7． 掲載：論文の掲載は採用順を原則とする．迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること．

1 掲載料は 1頁につき和文は5,775円（税込），超過頁は 1頁につき7,350円（税込），写真の製版代，凸
版，トレース代，別冊，送料などは別に実費を申し受ける．

2 迅速掲載には迅速掲載料を要する．5頁以内は31,500円（税込），6頁以上は 1頁毎に10,500円（税込）
を加算した額を申し受ける．

3 薬剤の効果，測定試薬の成績，治療機器の使用などに関する治験論文および学会抄録については，掲載料

を別途に申し受ける．

4 掲載論文は刊行後 1年を経過した時点で電子ジャーナルとして公開する．

8． 著作権：当誌に掲載する著作物に関する国内外の一切の著作権（日本国著作権法第21条から第28条までに

規定するすべての権利*を含む．以下同じ．）は泌尿器科紀要刊行会に帰属するものとする．

著作者の権利 :当誌が著作権を有する論文等の著作物を著作者自身がこの規程に従い利用することに対し，

当誌はこれに異議申し立て，もしくは妨げることをしない．著作者は，投稿した論文等について本学会の出版

物発行前後にかかわらず，いつでも著作者個人の Web サイト（著作者所属組織のサイトを含む）において自

ら創作した著作物を掲載することができるが，掲載に際して当誌からの出典である旨を明記しなければならな

い．
*以下の権利を含む :

複製権（第21条），上演権及び演奏権（第22条），上映権（第22条の 2），公衆送信権等（第23条），口述権

（第24条），展示権（第25条），頌布権（第26条），譲渡権（第26条の 2），貸与権（第26条の 3），翻訳権，翻案

権等（第27条），二次的著作物の利用に関する原著作者の権利（第28条）．

9． 別刷：30部までは無料とし，それを超える部数については実費負担とする．著者校正時に部数を指定する．
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編 集 後 記

盛岡で行われた第98回泌尿器科学会総会に参加し，その帰りの新幹線で編集後記を書いている．今回の総会で

も，AUA，EAU，UAA など国外の泌尿器科関連学会との連携を深めるプログラムが企画されていた．日本泌尿

器科学会では，AUA との医師のエクスチェンジプログラム，UAA 参加国に対する若手泌尿器科医の短期の受け

入れプログラムなどを開始され積極的に国際交流が進められている．国際交流を深めながらわれわれ自身のレベ

ルアップを進めていくことには大賛成であるが，世界の中での日本の立場をどのように確立していくかという中

長期の構想を明確にしておく必要があろう．特に，日本の果たすべき役割は何か，そして学会会員にとってのメ

リットは何かという視点が重要だと思う．

総会の開催前には UAA 主催の “Young Leader’s Workshop in Kyoto 2010” を京都でお世話した．日本で始まった

UAA の20周年を記念する意味も含め企画された workshop には，アジア17カ国から30名を超える若手泌尿器科医

が集まり，アジアにおける泌尿器科疾患ガイドラインの是非に関して 2日間の討論を行った．Farewell party の

時には参加者同士の打ち解けた関係もできあがり，UAA における日本の役割を果たすことができたのではと思

う．

この 4月末は，アイスランドの火山噴火に伴う航空事情の混乱があり，EAU に参加した世界中の泌尿器科医

がトラブルに巻き込まれたと聞いている．泌尿器科学会総会も京都での workshop も若干の影響を受けたが，両

会とも大きな混乱なく運営できたことは幸いなことであった．

（小川 修）
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